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広畑センチュリー病院
医療法人社団 石橋内科 杏の里だより
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　石橋内科 広畑センチュリー病院のリハビリテーションの
キーワードは『連携』です。2007年10月、回復期リハビリテー
ション病棟を開設し、地域の皆さまにより質の高いリハビリ
を提供できるよう、リハビリの専門家である理学療法士、作
業療法士、言語聴覚士といったセラピスト数の充実により、
医師や看護師、介護福祉士など専門職と日々連携を重ね、患
者様のご自宅への復帰をスタッフ一丸となりサポートしてい
ます。
　また当院のリハビリテーションでは、病気を治す「治療医
学」と合わせて、食生活や運動習慣を変えていくことにより、
病気を未然に“防ぐ”という「予防医学」の重要性に早くか
ら着目し『メディカルフィットネス』を運営しております。
　メディカルフィットネスは、高血圧症や糖尿病、脂質異常
症といった生活習慣病の予防・改善はもちろん、ダイエット
や腰痛の治療等どなたでも参加可能なフィットネスです。当
院の医師、理学療法士、作業療法士、管理栄養士がチームを
組み、皆さまのパーソナルトレーナーとして予防医学の見地
に基づいた当院独自の効果的な個別運動プログラムを通し
て、地域の多くの皆さまに大変好評をいただいており、今後
もより多くの健康ニーズに積極的にお応えできるよう努めて
います。
　リハビリテーション室では、パナソニック(株)が現在開
発を進めている、鏡と映像を組み合わせた新しいリハビリ機
器『デジタルミラー』を設置し、パナソニックの開発チーム
へ日々の臨床研究データを提供しております。画面（ミラー）

～ リハビリテーション専門職の連携 ～

■ドライビングシミュレーター
作業療法士　大野真輝

理学療法士　谷垣泰孝

■デジタルミラー
理学療法士　外越浩基

■栄養指導
管理栄養士　石井初美

■メディカルフィットネス
理学療法士　長谷川智子

に映るお手本映像に合わせてご自身の体の動きを一つ一つ確
認できるため、より正確なトレーニングを実施でき、患者様
にも運動による成果を実感していただいております。
　また、本田技研工業(株)より開発された、自動車の運転
を模擬体験できる機器 『ドライビングシミュレーター』の導
入により、患者様にとって安全運転に必要な運転技術や判断
力を判定することができます。
　食べ物や水分の飲み込みにご不安のある、または誤

ご

嚥
えん

の危
険性のある患者様のリハビリでは、医師、言語聴覚士の立ち
会いのもとエックス線透視下で食物の飲み込みの様子を確認
できる『嚥下造影検査』の実施にて安全な飲み込み状態を常
に確認させていただいております。
　このように当院では、セラピスト数の充実・設備環境面の
充実により医療専門機器を効果的に活用し、患者様にリハビ
リの効果を日々実感していただけることと思います。
　またセラピストの教育・研修制度も充実しており、専門
医を交えてのリハビリ症例検討会や院内学会の開催、全国
学会などの院外研修への積極的な参加など、リハビリテー
ション専門職としての知識・技術向上にも意欲的に取り組ん
でいます。

■嚥下造影検査（飲み込みの様子）




